
別記第２号様式（第６条関係） 

       助成対象設備経費内訳書 申請者氏名    江東 太郎  

※ 設備ごとに作成し、施工業者の印がある見積書の写しを添えて提出してください。 

助成対象設備（該当する設備にレをしてください。） 

☑ 太陽光発電システム □ 蓄電池（太陽光又はエネファームと常時接続） 
□ エネルギー管理システム機器（ＨＥＭＳ・ＭＥＭＳ） □ ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 
□ 燃料電池装置（エネファーム） □ 高反射率塗装 □ 高断熱窓 □ 高断熱ドア 
□ ＬＥＤ照明（ＬＥＤでない照明からの交換） □ 電気自動車等充電設備 

助

成

対

象

経

費 

助成対象項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

① 設備本体   5 0 0 0 0 0   

② 付属機器小計   1 4 0 0 0 0   

 
付
属
機
器 

内
訳 

架台     7 0 0 0 0   

その他付属機器     7 0 0 0 0   

                  

③ 設備工事に係る費用   1 5 0 0 0 0   

 
工
事
費
内
訳 

設置工事費   1 0 0 0 0 0   

電気工事     5 0 0 0 0   

                  

                  

Ａ 助成対象経費 小計（①～③）   7 9 0 0 0 0  

助
成
対
象
外
経
費 

項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

④申請代行手数料     2 0 0 0 0   

⑤                 

⑥                 

⑦                 

Ｂ助成対象外経費 小計（④～⑦）     2 0 0 0 0   

Ｃ 合 計  （ Ａ ＋Ｂ ）      8 1 0 0 0 0   

Ｄ 消 費 税             8 1 0 0 0   

見積又は契約金額 合計 （Ｃ＋Ｄ）   8 9 1 0 0 0   

 
Ｅ（該当がある場合）当該設備の国等助成金額※  2 5 0 0 0 0 ※該当のない場合は「0」と記入 

対象設備 
計算式 

（最大出力、容量及び施工面積は小数点第 3位以下切捨て） 

各設備上限額(円) 
交付申請額（円） 

個人 集合 事業所 

太陽光発電システム （最大出力    3.5 ｋＷ）×50,000 円 20 万 150 万 20 万   

1 7 5 ０ ０ ０ 

【個人住宅かつ蓄電池同時申請】 （最大出力      ｋＷ）×60,000 円 24 万   

蓄電池 （容量       ｋＷｈ）×10,000 円 10 万 50 万 10 万 

【個人住宅かつ太陽光同時申請】 （容量       ｋＷｈ）×25,000 円 20 万   

エネルギー管理システム機器 （対象経費（Ａ）      円）×５％ 2 万 15 万 4 万 

エコキュート （対象経費（Ａ）      円）×５％ 4 万  8 万 

【上記交付申請額の注意事項】 

※ 交付申請額の上限額は、 

「対象経費(Ａ)－国等助成金(Ｅ)」 

（ＡからＥを差し引いた額）又は 

「各設備上限額」のどちらか低い方

の額 

※ 1,000円未満の端数は切り捨て 

エネファーム （対象経費（Ａ）      円）×５％ 10 万  20 万 

高反射率塗装 （施工面積        ｍ２）×1,000 円 20 万 150 万 20 万 

高断熱窓 （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万 100 万 10 万 

高断熱ドア （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万   

ＬＥＤ照明 （対象経費（Ａ）     円）×１０％  50 万 50 万 

電気自動車等充電設備 （対象経費（Ａ）      円）×１０％ 普 10 万/急 50 万  
 

太陽光発電システム 

支払時の領収書の金額と原則

一致します。 

該当のない場合は「0」と記

入してください。 

「（B）助成対象外経費 小計」

がマイナスとなることはでき

ません。その場合は、「（A）助

成対象経費 小計」に当該マイ

ナス金額を充ててください。 

1,000 円未満の端数は、切り捨て 



別記第２号様式（第６条関係） 

       助成対象設備経費内訳書 申請者氏名    江東 太郎  

※ 設備ごとに作成し、施工業者の印がある見積書の写しを添えて提出してください。 

助成対象設備（該当する設備にレをしてください。） 

□ 太陽光発電システム ☑ 蓄電池（太陽光又はエネファームと常時接続） 
□ エネルギー管理システム機器（ＨＥＭＳ・ＭＥＭＳ） □ ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 
□ 燃料電池装置（エネファーム） □ 高反射率塗装 □ 高断熱窓 □ 高断熱ドア 
□ ＬＥＤ照明（ＬＥＤでない照明からの交換） □ 電気自動車等充電設備 

助

成

対

象

経

費 

助成対象項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

① 設備本体 1 8 4 0 0 0 0   

② 付属機器小計   2 2 0 0 0 0   

 
付
属
機
器 

内
訳 

電力切替ユニット   1 0 0 0 0 0   

その他付属機器   1 2 0 0 0 0   

                  

③ 設備工事に係る費用   2 5 0 0 0 0   

 
工
事
費
内
訳 

設置工事費   1 0 0 0 0 0   

電気工事   １ 5 0 0 0 0   

                  

                  

Ａ 助成対象経費 小計（①～③） 2 3 1 0 0 0 0  

助
成
対
象
外
経
費 

項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

④           

⑤                 

⑥                 

⑦                 

Ｂ助成対象外経費 小計（④～⑦）           

Ｃ 合 計  （ Ａ ＋Ｂ ）    2 3 1 0 0 0 0   

Ｄ 消 費 税           2 3 1 0 0 0   

見積又は契約金額 合計 （Ｃ＋Ｄ） 2 5 4 1 0 0 0    

 
Ｅ（該当がある場合）当該設備の国等助成金額※  5 0 0 0 0 0 ※該当のない場合は「0」と記入 

対象設備 
計算式 

（最大出力、容量及び施工面積は小数点第 3位以下切捨て） 

各設備上限額(円) 
交付申請額（円） 

個人 集合 事業所 

太陽光発電システム （最大出力        ｋＷ）×50,000 円 20 万 150 万 20 万   

 ６ 5 ０ ０ ０ 

【個人住宅かつ蓄電池同時申請】 （最大出力      ｋＷ）×60,000 円 24 万   

蓄電池 （容量   6.5  ｋＷｈ）×10,000 円 10 万 50 万 10 万 

【個人住宅かつ太陽光同時申請】 （容量       ｋＷｈ）×25,000 円 20 万   

エネルギー管理システム機器 （対象経費（Ａ）      円）×５％ 2 万 15 万 4 万 

エコキュート （対象経費（Ａ）      円）×５％ 4 万  8 万 

【上記交付申請額の注意事項】 

※ 交付申請額の上限額は、 

「対象経費(Ａ)－国等助成金(Ｅ)」 

（ＡからＥを差し引いた額）又は 

「各設備上限額」のどちらか低い方

の額 

※ 1,000円未満の端数は切り捨て 

エネファーム （対象経費（Ａ）      円）×５％ 10 万  20 万 

高反射率塗装 （施工面積        ｍ２）×1,000 円 20 万 150 万 20 万 

高断熱窓 （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万 100 万 10 万 

高断熱ドア （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万   

ＬＥＤ照明 （対象経費（Ａ）     円）×１０％  50 万 50 万 

電気自動車等充電設備 （対象経費（Ａ）      円）×１０％ 普 10 万/急 50 万  

支払時の領収書の金額と原則

一致します。 

蓄電池 

「（B）助成対象外経費 小計」

がマイナスとなることはでき

ません。その場合は、「（A）助

成対象経費 小計」に当該マイ

ナス金額を充ててください。 

該当のない場合は「0」と記

入してください。 

1,000 円未満の端数は、切り捨て 



別記第２号様式（第６条関係） 

       助成対象設備経費内訳書 申請者氏名    江東 太郎  

※ 設備ごとに作成し、施工業者の印がある見積書の写しを添えて提出してください。 

助成対象設備（該当する設備にレをしてください。） 

□ 太陽光発電システム □ 蓄電池（太陽光又はエネファームと常時接続） 
☑ エネルギー管理システム機器（ＨＥＭＳ・ＭＥＭＳ） □ ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 
□ 燃料電池装置（エネファーム） □ 高反射率塗装 □ 高断熱窓 □ 高断熱ドア 
□ ＬＥＤ照明（ＬＥＤでない照明からの交換） □ 電気自動車等充電設備 

助

成

対

象

経

費 

助成対象項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

① 設備本体  1 2 3 5 0 0   

② 付属機器小計           

 
付
属
機
器 

内
訳 

           

           

                  

③ 設備工事に係る費用   2 ７ 0 0 0 0   

 
工
事
費
内
訳 

設置工事費   2 ７ 0 0 0 0   

          

                  

                  

Ａ 助成対象経費 小計（①～③）  3 9 3 5 0 0  

助
成
対
象
外
経
費 

項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

④           

⑤                 

⑥                 

⑦                 

Ｂ助成対象外経費 小計（④～⑦）           

Ｃ 合 計  （ Ａ ＋Ｂ ）     3 9 3 5 0 0   

Ｄ 消 費 税            3 9 3 5 0   

見積又は契約金額 合計 （Ｃ＋Ｄ）  4 3 2 8 5 0    

 
Ｅ（該当がある場合）当該設備の国等助成金額※       0 ※該当のない場合は「0」と記入 

対象設備 
計算式 

（最大出力、容量及び施工面積は小数点第 3位以下切捨て） 

各設備上限額(円) 
交付申請額（円） 

個人 集合 事業所 

太陽光発電システム （最大出力        ｋＷ）×50,000 円 20 万 150 万 20 万   

 1 9 ０ ０ ０ 

【個人住宅かつ蓄電池同時申請】 （最大出力      ｋＷ）×60,000 円 24 万   

蓄電池 （容量         ｋＷｈ）×10,000 円 10 万 50 万 10 万 

【個人住宅かつ太陽光同時申請】 （容量       ｋＷｈ）×25,000 円 20 万   

エネルギー管理システム機器 （対象経費（Ａ） 393,500 円）×５％ 2 万 15 万 4 万 

エコキュート （対象経費（Ａ）      円）×５％ 4 万  8 万 

【上記交付申請額の注意事項】 

※ 交付申請額の上限額は、 

「対象経費(Ａ)－国等助成金(Ｅ)」 

（ＡからＥを差し引いた額）又は 

「各設備上限額」のどちらか低い方

の額 

※ 1,000円未満の端数は切り捨て 

エネファーム （対象経費（Ａ）      円）×５％ 10 万  20 万 

高反射率塗装 （施工面積        ｍ２）×1,000 円 20 万 150 万 20 万 

高断熱窓 （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万 100 万 10 万 

高断熱ドア （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万   

ＬＥＤ照明 （対象経費（Ａ）     円）×１０％  50 万 50 万 

電気自動車等充電設備 （対象経費（Ａ）      円）×１０％ 普 10 万/急 50 万  

支払時の領収書の金額と原則

一致します。 

「（B）助成対象外経費 小計」

がマイナスとなることはでき

ません。その場合は、「（A）助

成対象経費 小計」に当該マイ

ナス金額を充ててください。 

該当のない場合は「0」と記

入してください。 

1,000 円未満の端数は、切り捨て 

エネルギー管理システム機器 



別記第２号様式（第６条関係） 

       助成対象設備経費内訳書 申請者氏名    江東 太郎  

※ 設備ごとに作成し、施工業者の印がある見積書の写しを添えて提出してください。 

助成対象設備（該当する設備にレをしてください。） 

□ 太陽光発電システム □ 蓄電池（太陽光又はエネファームと常時接続） 
□ エネルギー管理システム機器（ＨＥＭＳ・ＭＥＭＳ） ☑ ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 
□ 燃料電池装置（エネファーム） □ 高反射率塗装 □ 高断熱窓 □ 高断熱ドア 
□ ＬＥＤ照明（ＬＥＤでない照明からの交換） □ 電気自動車等充電設備 

助

成

対

象

経

費 

助成対象項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

① 設備本体  4 0 0 0 0 0   

② 付属機器小計    3 0 0 0 0   

 
付
属
機
器 

内
訳 

    3 0 0 0 0   

           

                  

③ 設備工事に係る費用   3 5 0 0 0 0   

 
工
事
費
内
訳 

設置工事   1 5 0 0 0 0   

電気工事  1 0 0 0 0 0   

配管工事   1 0 0 0 0 0   

                  

Ａ 助成対象経費 小計（①～③）  7 8 0 0 0 0  

助
成
対
象
外
経
費 

項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

④メンテナンス保証料    2 0 0 0 0   

⑤                 

⑥                 

⑦                 

Ｂ助成対象外経費 小計（④～⑦）    2 0 0 0 0   

Ｃ 合 計  （ Ａ ＋Ｂ ）     8 0 0 0 0 0   

Ｄ 消 費 税            8 0 0 0 0   

見積又は契約金額 合計 （Ｃ＋Ｄ）  8 8 0 0 0 0   

 
Ｅ（該当がある場合）当該設備の国等助成金額※   1 2 0 0 0 ※該当のない場合は「0」と記入 

対象設備 
計算式 

（最大出力、容量及び施工面積は小数点第 3位以下切捨て） 

各設備上限額(円) 
交付申請額（円） 

個人 集合 事業所 

太陽光発電システム （最大出力        ｋＷ）×50,000 円 20 万 150 万 20 万   

 3 9 ０ ０ ０ 

【個人住宅かつ蓄電池同時申請】 （最大出力      ｋＷ）×60,000 円 24 万   

蓄電池 （容量         ｋＷｈ）×10,000 円 10 万 50 万 10 万 

【個人住宅かつ太陽光同時申請】 （容量       ｋＷｈ）×25,000 円 20 万   

エネルギー管理システム機器 （対象経費（Ａ）       円）×５％ 2 万 15 万 4 万 

エコキュート （対象経費（Ａ） 780,000 円）×５％ 4 万  8 万 

【上記交付申請額の注意事項】 

※ 交付申請額の上限額は、 

「対象経費(Ａ)－国等助成金(Ｅ)」 

（ＡからＥを差し引いた額）又は 

「各設備上限額」のどちらか低い方

の額 

※ 1,000円未満の端数は切り捨て 

エネファーム （対象経費（Ａ）      円）×５％ 10 万  20 万 

高反射率塗装 （施工面積        ｍ２）×1,000 円 20 万 150 万 20 万 

高断熱窓 （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万 100 万 10 万 

高断熱ドア （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万   

ＬＥＤ照明 （対象経費（Ａ）     円）×１０％  50 万 50 万 

電気自動車等充電設備 （対象経費（Ａ）      円）×１０％ 普 10 万/急 50 万  

ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機 

「（B）助成対象外経費 小計」

がマイナスとなることはでき

ません。その場合は、「（A）助

成対象経費 小計」に当該マイ

ナス金額を充ててください。 

支払時の領収書の金額と原則

一致します。 

・該当のない場合は「0」と記

入してください。 

・東京ゼロエミポイント（東京

都補助事業）の値引きがある場

合は、こちらに値引き額（ポイ

ント相当）をご記入ください。 

1,000 円未満の端数は、切り捨て 



別記第２号様式（第６条関係） 

       助成対象設備経費内訳書 申請者氏名    江東 太郎  

※ 設備ごとに作成し、施工業者の印がある見積書の写しを添えて提出してください。 

助成対象設備（該当する設備にレをしてください。） 

□ 太陽光発電システム □ 蓄電池（太陽光又はエネファームと常時接続） 
□ エネルギー管理システム機器（ＨＥＭＳ・ＭＥＭＳ） □ ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 
☑ 燃料電池装置（エネファーム） □ 高反射率塗装 □ 高断熱窓 □ 高断熱ドア 
□ ＬＥＤ照明（ＬＥＤでない照明からの交換） □ 電気自動車等充電設備 

助

成

対

象

経

費 

助成対象項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

① 設備本体  5 4 5 9 4 5   

② 付属機器小計     2 8 5 0 0   

 
付
属
機
器 

内
訳 

    2 8 5 0 0   

           

                  

③ 設備工事に係る費用   2 6 5 5 5 5   

 
工
事
費
内
訳 

設置工事   1 2 0 5 0 0   

電気工事   8 3 5 2 1   

配管工事    6 1 5 3 4   

                  

Ａ 助成対象経費 小計（①～③）  8 4 0 0 0 0  

助
成
対
象
外
経
費 

項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

④給湯給水配管排水工事   2 9 8 1 8 2   

⑤                 

⑥                 

⑦                 

Ｂ助成対象外経費 小計（④～⑦）   2 9 8 1 8 2   

Ｃ 合 計  （ Ａ ＋Ｂ ）    1 1 3 8 1 8 2   

Ｄ 消 費 税           1 1 3 8 1 8   

見積又は契約金額 合計 （Ｃ＋Ｄ） 1 2 5 2 0 0 0   

 
Ｅ（該当がある場合）当該設備の国等助成金額※       0 ※該当のない場合は「0」と記入 

対象設備 
計算式 

（最大出力、容量及び施工面積は小数点第 3位以下切捨て） 

各設備上限額(円) 
交付申請額（円） 

個人 集合 事業所 

太陽光発電システム （最大出力        ｋＷ）×50,000 円 20 万 150 万 20 万   

 4 2 ０ ０ ０ 

【個人住宅かつ蓄電池同時申請】 （最大出力      ｋＷ）×60,000 円 24 万   

蓄電池 （容量         ｋＷｈ）×10,000 円 10 万 50 万 10 万 

【個人住宅かつ太陽光同時申請】 （容量       ｋＷｈ）×25,000 円 20 万   

エネルギー管理システム機器 （対象経費（Ａ）        円）×５％ 2 万 15 万 4 万 

エコキュート （対象経費（Ａ）      円）×５％ 4 万  8 万 

【上記交付申請額の注意事項】 

※ 交付申請額の上限額は、 

「対象経費(Ａ)－国等助成金(Ｅ)」 

（ＡからＥを差し引いた額）又は 

「各設備上限額」のどちらか低い方

の額 

※ 1,000円未満の端数は切り捨て 

エネファーム （対象経費（Ａ） 840,000 円）×５％ 10 万  20 万 

高反射率塗装 （施工面積        ｍ２）×1,000 円 20 万 150 万 20 万 

高断熱窓 （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万 100 万 10 万 

高断熱ドア （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万   

ＬＥＤ照明 （対象経費（Ａ）     円）×１０％  50 万 50 万 

電気自動車等充電設備 （対象経費（Ａ）      円）×１０％ 普 10 万/急 50 万  

燃料電池装置 

「（B）助成対象外経費 小計」

がマイナスとなることはでき

ません。その場合は、「（A）助

成対象経費 小計」に当該マイ

ナス金額を充ててください。 

支払時の領収書の金額と原則

一致します。 

該当のない場合は「0」と記

入してください。 

1,000 円未満の端数は、切り捨て 



別記第２号様式（第６条関係） 

       助成対象設備経費内訳書 申請者氏名    江東 太郎  

※ 設備ごとに作成し、施工業者の印がある見積書の写しを添えて提出してください。 

助成対象設備（該当する設備にレをしてください。） 

□ 太陽光発電システム □ 蓄電池（太陽光又はエネファームと常時接続） 
□ エネルギー管理システム機器（ＨＥＭＳ・ＭＥＭＳ） □ ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 
□ 燃料電池装置（エネファーム） ☑ 高反射率塗装 □ 高断熱窓 □ 高断熱ドア 
□ ＬＥＤ照明（ＬＥＤでない照明からの交換） □ 電気自動車等充電設備 

助

成

対

象

経

費 

助成対象項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

① 設備本体          

② 付属機器小計           

 
付
属
機
器 

内
訳 

           

           

                  

③ 設備工事に係る費用   3 2 4 1 5 2   

 
工
事
費
内
訳 

上塗り工事     5 5 0 8 0   

中塗り工事    5 5 0 8 0   

下塗り工事     4 5 9 0 0   

足場工事・高圧洗浄   1 6 8 0 9 2   

Ａ 助成対象経費 小計（①～③）  3 2 4 1 5 2  

助
成
対
象
外
経
費 

項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

④外壁塗装工事   4 6 7 7 4 0   

⑤トタン下屋根工事    7 1 5 6 8   

⑥（助成対象外経費にかかる）値引き     - 7 3 3   

⑦                 

Ｂ助成対象外経費 小計（④～⑦）   5 3 8 5 7 5   

Ｃ 合 計  （ Ａ ＋Ｂ ）     8 6 2 7 2 7   

Ｄ 消 費 税            8 6 2 7 3   

見積又は契約金額 合計 （Ｃ＋Ｄ）  9 4 9 0 0 0   

 
Ｅ（該当がある場合）当該設備の国等助成金額※       0 ※該当のない場合は「0」と記入 

対象設備 
計算式 

（最大出力、容量及び施工面積は小数点第 3位以下切捨て） 

各設備上限額(円) 
交付申請額（円） 

個人 集合 事業所 

太陽光発電システム （最大出力        ｋＷ）×50,000 円 20 万 150 万 20 万   

 4 5 ０ ０ ０ 

【個人住宅かつ蓄電池同時申請】 （最大出力      ｋＷ）×60,000 円 24 万   

蓄電池 （容量         ｋＷｈ）×10,000 円 10 万 50 万 10 万 

【個人住宅かつ太陽光同時申請】 （容量       ｋＷｈ）×25,000 円 20 万   

エネルギー管理システム機器 （対象経費（Ａ）        円）×５％ 2 万 15 万 4 万 

エコキュート （対象経費（Ａ）      円）×５％ 4 万  8 万 

【上記交付申請額の注意事項】 

※ 交付申請額の上限額は、 

「対象経費(Ａ)－国等助成金(Ｅ)」 

（ＡからＥを差し引いた額）又は 

「各設備上限額」のどちらか低い方

の額 

※ 1,000円未満の端数は切り捨て 

エネファーム （対象経費（Ａ）      円）×５％ 10 万  20 万 

高反射率塗装 （施工面積  45.9  ｍ２）×1,000 円 20 万 150 万 20 万 

高断熱窓 （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万 100 万 10 万 

高断熱ドア （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万   

ＬＥＤ照明 （対象経費（Ａ）     円）×１０％  50 万 50 万 

電気自動車等充電設備 （対象経費（Ａ）      円）×１０％ 普 10 万/急 50 万  

高反射率塗装 

「（B）助成対象外経費 小計」

がマイナスとなることはでき

ません。その場合は、「（A）助

成対象経費 小計」に当該マイ

ナス金額を充ててください。 

支払時の領収書の金額と原則

一致します。 

該当のない場合は「0」と記

入してください。 

1,000 円未満の端数は、切り捨て 

施工面積の確認のため、別途「施工面積

の算出表」をご提出ください。 



別記第２号様式（第６条関係） 

       助成対象設備経費内訳書 申請者氏名    江東 太郎  

※ 設備ごとに作成し、施工業者の印がある見積書の写しを添えて提出してください。 

助成対象設備（該当する設備にレをしてください。） 

□ 太陽光発電システム □ 蓄電池（太陽光又はエネファームと常時接続） 
□ エネルギー管理システム機器（ＨＥＭＳ・ＭＥＭＳ） □ ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 
□ 燃料電池装置（エネファーム） □ 高反射率塗装 ☑ 高断熱窓 □ 高断熱ドア 
□ ＬＥＤ照明（ＬＥＤでない照明からの交換） □ 電気自動車等充電設備 

助

成

対

象

経

費 

助成対象項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

① 設備本体  4 9 8 0 0 0   

② 付属機器小計           

 
付
属
機
器 

内
訳 

           

           

                  

③ 設備工事に係る費用   2 2 5 0 0 0   

 
工
事
費
内
訳 

取付工事費     8 0 0 0 0   

運搬・搬入費    3 5 0 0 0   

室内養生費     1 5 0 0 0   

諸経費     9 5 0 0 0   

Ａ 助成対象経費 小計（①～③）  7 2 3 0 0 0  

助
成
対
象
外
経
費 

項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

④廃材処分費       5 0 0 0   

⑤（助成対象外経費にかかる）値引き       - 7 2 7   

⑥                 

⑦                 

Ｂ助成対象外経費 小計（④～⑦）       4 2 7 3   

Ｃ 合 計  （ Ａ ＋Ｂ ）      7 2 7 2 7 3   

Ｄ 消 費 税            7 2 7 2 7   

見積又は契約金額 合計 （Ｃ＋Ｄ）   8 0 0 0 0 0   

 
Ｅ（該当がある場合）当該設備の国等助成金額※       0 ※該当のない場合は「0」と記入 

対象設備 
計算式 

（最大出力、容量及び施工面積は小数点第 3位以下切捨て） 

各設備上限額(円) 
交付申請額（円） 

個人 集合 事業所 

太陽光発電システム （最大出力        ｋＷ）×50,000 円 20 万 150 万 20 万   

 7 2 ０ ０ ０ 

【個人住宅かつ蓄電池同時申請】 （最大出力      ｋＷ）×60,000 円 24 万   

蓄電池 （容量         ｋＷｈ）×10,000 円 10 万 50 万 10 万 

【個人住宅かつ太陽光同時申請】 （容量       ｋＷｈ）×25,000 円 20 万   

エネルギー管理システム機器 （対象経費（Ａ）         円）×５％ 2 万 15 万 4 万 

エコキュート （対象経費（Ａ）      円）×５％ 4 万  8 万 

【上記交付申請額の注意事項】 

※ 交付申請額の上限額は、 

「対象経費(Ａ)－国等助成金(Ｅ)」 

（ＡからＥを差し引いた額）又は 

「各設備上限額」のどちらか低い方

の額 

※ 1,000円未満の端数は切り捨て 

エネファーム （対象経費（Ａ）      円）×５％ 10 万  20 万 

高反射率塗装 （施工面積        ｍ２）×1,000 円 20 万 150 万 20 万 

高断熱窓 （対象経費（Ａ）723,000 円）×１０％ 10 万 100 万 10 万 

高断熱ドア （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万   

ＬＥＤ照明 （対象経費（Ａ）     円）×１０％  50 万 50 万 

電気自動車等充電設備 （対象経費（Ａ）      円）×１０％ 普 10 万/急 50 万  

高断熱窓 

「（B）助成対象外経費 小計」

がマイナスとなることはでき

ません。その場合は、「（A）助

成対象経費 小計」に当該マイ

ナス金額を充ててください。 

1,000 円未満の端数は、切り捨て 

支払時の領収書の金額と原則

一致します。 

該当のない場合は「0」と記

入してください。 



別記第２号様式（第６条関係） 

       助成対象設備経費内訳書 申請者氏名    江東 太郎  

※ 設備ごとに作成し、施工業者の印がある見積書の写しを添えて提出してください。 

助成対象設備（該当する設備にレをしてください。） 

□ 太陽光発電システム □ 蓄電池（太陽光又はエネファームと常時接続） 
□ エネルギー管理システム機器（ＨＥＭＳ・ＭＥＭＳ） □ ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 
□ 燃料電池装置（エネファーム） □ 高反射率塗装 □ 高断熱窓 ☑ 高断熱ドア 
□ ＬＥＤ照明（ＬＥＤでない照明からの交換） □ 電気自動車等充電設備 

助

成

対

象

経

費 

助成対象項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

① 設備本体  5 5 0 0 0 0   

② 付属機器小計           

 
付
属
機
器 

内
訳 

           

           

                  

③ 設備工事に係る費用   3 8 5 0 0 0   

 
工
事
費
内
訳 

取付工事費   2 5 0 0 0 0   

運搬・搬入費    5 5 0 0 0   

室内養生費     2 5 0 0 0   

諸経費     5 5 0 0 0   

Ａ 助成対象経費 小計（①～③）  9 3 5 0 0 0  

助
成
対
象
外
経
費 

項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

④廃材処分費     5 5 0 0 0   

⑤（助成対象外経費にかかる）値引き       - 7 2 7   

⑥                 

⑦                 

Ｂ助成対象外経費 小計（④～⑦）     5 4 2 7 3   

Ｃ 合 計  （ Ａ ＋Ｂ ）      9 8 9 2 7 3   

Ｄ 消 費 税            9 8 9 2 7   

見積又は契約金額 合計 （Ｃ＋Ｄ） 1 0 8 8 2 0 0   

 
Ｅ（該当がある場合）当該設備の国等助成金額※  1 6 0 0 0 0 ※該当のない場合は「0」と記入 

対象設備 
計算式 

（最大出力、容量及び施工面積は小数点第 3位以下切捨て） 

各設備上限額(円) 
交付申請額（円） 

個人 集合 事業所 

太陽光発電システム （最大出力        ｋＷ）×50,000 円 20 万 150 万 20 万   

 9 3 ０ ０ ０ 

【個人住宅かつ蓄電池同時申請】 （最大出力      ｋＷ）×60,000 円 24 万   

蓄電池 （容量         ｋＷｈ）×10,000 円 10 万 50 万 10 万 

【個人住宅かつ太陽光同時申請】 （容量       ｋＷｈ）×25,000 円 20 万   

エネルギー管理システム機器 （対象経費（Ａ）         円）×５％ 2 万 15 万 4 万 

エコキュート （対象経費（Ａ）      円）×５％ 4 万  8 万 

【上記交付申請額の注意事項】 

※ 交付申請額の上限額は、 

「対象経費(Ａ)－国等助成金(Ｅ)」 

（ＡからＥを差し引いた額）又は 

「各設備上限額」のどちらか低い方

の額 

※ 1,000円未満の端数は切り捨て 

エネファーム （対象経費（Ａ）      円）×５％ 10 万  20 万 

高反射率塗装 （施工面積        ｍ２）×1,000 円 20 万 150 万 20 万 

高断熱窓 （対象経費（Ａ）     円）×１０％ 10 万 100 万 10 万 

高断熱ドア （対象経費（Ａ）935,000 円）×１０％ 10 万   

ＬＥＤ照明 （対象経費（Ａ）     円）×１０％  50 万 50 万 

電気自動車等充電設備 （対象経費（Ａ）      円）×１０％ 普 10 万/急 50 万  

高断熱ドア 

「（B）助成対象外経費 小計」

がマイナスとなることはでき

ません。その場合は、「（A）助

成対象経費 小計」に当該マイ

ナス金額を充ててください。 

1,000 円未満の端数は、切り捨て 

支払時の領収書の金額と原則

一致します。 

該当のない場合は「0」と記

入してください。 



別記第２号様式（第６条関係） 

       助成対象設備経費内訳書 申請者氏名    江東 太郎  

※ 設備ごとに作成し、施工業者の印がある見積書の写しを添えて提出してください。 

助成対象設備（該当する設備にレをしてください。） 

□ 太陽光発電システム □ 蓄電池（太陽光又はエネファームと常時接続） 
□ エネルギー管理システム機器（ＨＥＭＳ・ＭＥＭＳ） □ ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 
□ 燃料電池装置（エネファーム） □ 高反射率塗装 □ 高断熱窓 □ 高断熱ドア 
☑ ＬＥＤ照明（ＬＥＤでない照明からの交換） □ 電気自動車等充電設備 

助

成

対

象

経

費 

助成対象項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

① 設備本体 2 4 4 4 6 5 0   

② 付属機器小計   1 0 8 6 3 0   

 
付
属
機
器 

内
訳 

   1 0 8 6 3 0   

           

                  

③ 設備工事に係る費用   8 0 1 8 9 0   

 
工
事
費
内
訳 

取付工事費   8 2 1 8 9 0   

値引き  - 2  0 0 0 0   

          

           

Ａ 助成対象経費 小計（①～③） 3 3 5 5 1 7 0  

助
成
対
象
外
経
費 

項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

④対象外設備費用  2 7 9 3 5 0   

⑤対象外設備設置工事費  1 6 4 3 0 0   

⑥既存設備撤去費  1 2 0 0 0 0   

⑦（助成対象外経費にかかる）値引き - 5 6 3 6 5 0   

Ｂ助成対象外経費 小計（④～⑦）         0   

Ｃ 合 計  （ Ａ ＋Ｂ ）    3 3 5 5 1 7 0   

Ｄ 消 費 税           3 3 5 5 1 7   

見積又は契約金額 合計 （Ｃ＋Ｄ） 3 6 9 0 6 8 7   

 
Ｅ（該当がある場合）当該設備の国等助成金額※       0 ※該当のない場合は「0」と記入 

対象設備 
計算式 

（最大出力、容量及び施工面積は小数点第 3位以下切捨て） 

各設備上限額(円) 
交付申請額（円） 

個人 集合 事業所 

太陽光発電システム （最大出力        ｋＷ）×50,000 円 20 万 150 万 20 万   

3 3 5 ０ ０ ０ 

【個人住宅かつ蓄電池同時申請】 （最大出力      ｋＷ）×60,000 円 24 万   

蓄電池 （容量         ｋＷｈ）×10,000 円 10 万 50 万 10 万 

【個人住宅かつ太陽光同時申請】 （容量       ｋＷｈ）×25,000 円 20 万   

エネルギー管理システム機器 （対象経費（Ａ）         円）×５％ 2 万 15 万 4 万 

エコキュート （対象経費（Ａ）      円）×５％ 4 万  8 万 

【上記交付申請額の注意事項】 

※ 交付申請額の上限額は、 

「対象経費(Ａ)－国等助成金(Ｅ)」 

（ＡからＥを差し引いた額）又は 

「各設備上限額」のどちらか低い方

の額 

※ 1,000円未満の端数は切り捨て 

エネファーム （対象経費（Ａ）      円）×５％ 10 万  20 万 

高反射率塗装 （施工面積        ｍ２）×1,000 円 20 万 150 万 20 万 

高断熱窓 （対象経費（Ａ）       円）×１０％ 10 万 100 万 10 万 

高断熱ドア （対象経費（Ａ）         円）×１０％ 10 万   

ＬＥＤ照明 （対象経費（Ａ）3,355,170 円）×１０％  50 万 50 万 

電気自動車等充電設備 （対象経費（Ａ）      円）×１０％ 普 10 万/急 50 万  

ＬＥＤ照明 

「（B）助成対象外経費 小計」

がマイナスとなることはでき

ません。その場合は、「（A）助

成対象経費 小計」に当該マイ

ナス金額を充ててください。 

支払時の領収書の金額と原則

一致します。 

該当のない場合は「0」と記

入してください。 

1,000 円未満の端数は、切り捨て 



別記第２号様式（第６条関係） 

       助成対象設備経費内訳書 申請者氏名    江東 太郎  

※ 設備ごとに作成し、施工業者の印がある見積書の写しを添えて提出してください。 

助成対象設備（該当する設備にレをしてください。） 

□ 太陽光発電システム □ 蓄電池（太陽光又はエネファームと常時接続） 
□ エネルギー管理システム機器（ＨＥＭＳ・ＭＥＭＳ） □ ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 
□ 燃料電池装置（エネファーム） □ 高反射率塗装 □ 高断熱窓 □ 高断熱ドア 
□ ＬＥＤ照明（ＬＥＤでない照明からの交換） ☑ 電気自動車等充電設備 

助

成

対

象

経

費 

助成対象項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

① 設備本体  1 9 0 0 0 0   

② 付属機器小計           

 
付
属
機
器 

内
訳 

           

           

                  

③ 設備工事に係る費用     6 5 0 0 0   

 
工
事
費
内
訳 

取付工事費     6 5 0 0 0   

          

          

           

Ａ 助成対象経費 小計（①～③）  2 5 5 0 0 0  

助
成
対
象
外
経
費 

項目 金額欄（税抜き）    （円） 備考 

④メンテナンス保証料     2 0 0 0 0   

⑤           

⑥                 

⑦                 

Ｂ助成対象外経費 小計（④～⑦）     2 0 0 0 0   

Ｃ 合 計  （ Ａ ＋Ｂ ）      2 7 5 0 0 0   

Ｄ 消 費 税             2 7 5 0 0   

見積又は契約金額 合計 （Ｃ＋Ｄ）  3 0 2 5 0 0   

 
Ｅ（該当がある場合）当該設備の国等助成金額※       0 ※該当のない場合は「0」と記入 

対象設備 
計算式 

（最大出力、容量及び施工面積は小数点第 3位以下切捨て） 

各設備上限額(円) 
交付申請額（円） 

個人 集合 事業所 

太陽光発電システム （最大出力        ｋＷ）×50,000 円 20 万 150 万 20 万   

 2 5 ０ ０ ０ 

【個人住宅かつ蓄電池同時申請】 （最大出力      ｋＷ）×60,000 円 24 万   

蓄電池 （容量         ｋＷｈ）×10,000 円 10 万 50 万 10 万 

【個人住宅かつ太陽光同時申請】 （容量       ｋＷｈ）×25,000 円 20 万   

エネルギー管理システム機器 （対象経費（Ａ）         円）×５％ 2 万 15 万 4 万 

エコキュート （対象経費（Ａ）      円）×５％ 4 万  8 万 

【上記交付申請額の注意事項】 

※ 交付申請額の上限額は、 

「対象経費(Ａ)－国等助成金(Ｅ)」 

（ＡからＥを差し引いた額）又は 

「各設備上限額」のどちらか低い方

の額 

※ 1,000円未満の端数は切り捨て 

エネファーム （対象経費（Ａ）      円）×５％ 10 万  20 万 

高反射率塗装 （施工面積        ｍ２）×1,000 円 20 万 150 万 20 万 

高断熱窓 （対象経費（Ａ）       円）×１０％ 10 万 100 万 10 万 

高断熱ドア （対象経費（Ａ）       円）×１０％ 10 万   

ＬＥＤ照明 （対象経費（Ａ）     円）×１０％  50 万 50 万 

電気自動車等充電設備 （対象経費（Ａ）255,000 円）×１０％ 普 10 万/急 50 万  

電気自動車等充電設備 

「（B）助成対象外経費 小計」

がマイナスとなることはでき

ません。その場合は、「（A）助

成対象経費 小計」に当該マイ

ナス金額を充ててください。 

支払時の領収書の金額と原則

一致します。 

該当のない場合は「0」と記

入してください。 

1,000 円未満の端数は、切り捨て 


